
R7 年 3 月 31 日

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の▱ ㆑ ・⬟ 力向上にಀ る実施状況報告書

事業所名 株式会社SANCYO　TANOSHIKA FARM 事業所番号 4012701928

住　所 福岡県久留米市津福本町845-5 管理者名 阿部　真生

電話番号 0942-38-2655 対象年度 令和6年度

利用者の▱㆑・⬟力向上に ಀる 実施概要

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所 TANOSHIKA FARM事業所

実施日程 2024年8月19日

実施した利用者の▱ ㆑ ・⬟ 力向上にಀ る実施の概要：
働く上で必要な㓄 ៖ を⪃ える

利用者数：14名

＜目的＞

利用者が働く上で必要な㓄៖に ついて理解を深め、⮬㌟の状況に ᛂ䛨 た㐺ษな 対
ᛂがで きるようにする。これにより、⫋場で の円滑なコミュニケーションや安定した
就労につなげることを目指す。

利用者の▱㆑・⬟力向上に ಀる 実施の䛽ら い：
⮬㌟の強みや課題を ᢕᥱし 、⫋場で の㐺ᛂ力を 高める。
必要な㓄៖を 㐺ษに ఏえ る力を㣴い 、よりⰋい ⫋場⎔ቃを ⠏く 。
効率的な作業の進め方や協力の௙方を Ꮫ䜃 、⫋場で の貢献度を向上させる。

利用者にとってのメリット：
⮬ศに ྜっ た働き方を理解し、↓理な く継続的に働けるようになる。
⫋場で の人㛫㛵ಀが円滑に なり、安ᚰし て働ける⎔ቃが整う 。
௙事の進め 方がス䝮 ー䝈 になり、㐩成ឤややり がいをឤ䛨 やすくなる。

＜成果＞

実施した結果ᚓ られた成果：

実施の結果、利用者は⮬ ㌟ の特性や必要な㓄 ៖ を理解し、㐺 ษ に対ᛂ でき
るようになった。これにより、⫋ 場でのコミュニケーションが円滑になり、㐺 ᛂ
力が向上した。また、⮬ ศ にྜ った働き方を見つけることで作業効率が上が
り、安定した就労につながった。さらに、⫋ 場の協力体制も強化され、より働
きやすい⎔ ቃ が整った。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

一⯡ 就労䜈 の⛣ ⾜ に向けて䛰 けではなく⮬ ㌟ の䛄 㓄 ៖ 事㡯 䛅 について⪃ える事は⮬ ㌟ の生きやすさや働きやすさを⪃ えていく一つのきっかけとなることを
改めて利用者・指ᑟ ဨ ඹ に᳨ ウ する᫬ 㛫 として◊ ಟ を実施。㓄 ៖ とは䛄 ㄡ かにఱ かをお㢪 いする䛅 ことではなく互いを▱ る୰ で整理することであるという点
についてᏛ 䜃 をᚓ られるように取り組みを⾜ いました。就⫋ をするためではなく日ᖖ の事業所利用᫬ にも指ᑟ ဨ にどのように相ㄯ するか、ఏ えていくかと
いうことから⮬ ㌟ の働きやすさを作っていくロール䝥 䝺 䜲 を⾜ いながら利用者のẼ 䛵 きとᏛ 䜃 の᫬ 㛫 となったと⪃ えています。ま䛪 は事業所利用᫬ の安定
໅ 務がྍ ⬟ となる状況を作るⅭ 、また㓄 ៖ として本人にとって必要な部ศ を整理することを今後の事業所内支援にて取り組み、日々の利用者䜈 の支援
に活かしていた䛰 きたい。 

連携先企業䠄 担当者䠅 ྜ ྠ 会社㻰 㼣 㼑 㼕 㼘 㼐 䠄 ᐑ 本 Ꮥ அ 䠅

利用者からの意見・評価

ཧ 加した利用者からの意見・評価
⮬ ศ に必要な㓄 ៖ を理解することで、働きやすい⎔ ቃ をつくれるとឤ 䛨 ました。働く上でᅔ ることに意外と多く当てはまるものがあり、⮬ ศ
の課題を改めて▱ ることができました。㠃 ㄯ でⱞ 手なことを話せたことで、支援ဨ に理解してもらえた安ᚰ ឤ もありました。ᑡ し䛪 つඞ ᭹
できるように、一日一日㡹 ᙇ って出໅ を続けていきたいです。䠄 30௦ 　䠧 Mさん䠅



R7 年 3 月 31 日

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 株式会社SANCYO　TANOSHIKA FARM 事業所番号 4012701928

住　所 福岡県久留米市津福本町845-5 管理者名 阿部　真生

電話番号 0942-38-2655 対象年度 令和６年度

地域連携活動の概要

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

・活動場所： ベジサーク  ハウス内作業

事業所 室内作業 活動の様子の写真

・実施日程： 令和6年1月～ 成果物の写真

・実施した生産活動・施設外就労の概要　 活動内容の追加コメント

小松菜の収穫作業、調整、量り、袋入れ、箱詰め作業

ほうれん草の調整作業～出荷準備

ブロッコリー調整作業

・利用者人数 平均10～15名

多様な人材が地域で活躍することで、相互理解が深まり、地域の活性化に
つながることを目指しました。さらに、地域の方々とともに働くことで、利用者
にとってコミュニケーションの機会を増やし、交流を促進することを目的とし
ました。

＜成果＞

多様な人材が地域で活躍することで相互理解が深まり、地域の活性化
につながりました。また、新たな働き手が増えたことで、生産の効率化
や収量の増加にも貢献しました。

一方で、課題としては、日々の作業効率をどのように向上させるかが挙
げられます。今後、より円滑に業務を進めるための工夫や改善が求め
られます。

連携先の企業等の意見または評価

連携した結果に対する意見または評価

連携の結果、生産効率が向上し、それに伴い利益率の向上にもつながっています。新たな働き手の確保や地域との協力体制が効果を生み出し、持続的な
発展に寄与していると評価できます。今後は、さらに作業効率を高める取り組みを進めることで、より安定した成果が期待されます。

今後の連携強化に向けた課題

連携により生産効率が向上し、収量の安定化や利益率の向上につながっている点は評価できます。特に、多様な人材の活躍が地域の
活性化にも寄与しており、今後のさらなる発展が期待されます。安定性のある作業効率の確保、作業のばらつきを減らし、安定した効率
を維持するための取り組みが必要です。具体的には、作業マニュアルの整備、機械化の推進、作業者のスキル向上などが課題となりま
す。

連携先企業名 株式会社　ベジサーク 担当者名 尾形




